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あ
な
た
の
血
の
色
ど
ん
な
色

教
え
て
く
だ
さ
い
わ
た
く
し
に

お
勉
強
し
た
い
と
思
い
ま
す

解
放
令
出
さ
れ
て
百
余
年

明
治　

大
正　

昭
和
経
て

平
成
の
世
も
早
や
六
年

月
日
は
夢
と
流
れ
去
る

人
の
心
も
変
わ
り
ま
す

神
の
恵
み
の
自
然
さ
へ

夏
も
あ
り
ま
す
冬
も
あ
る

花
咲
く
春
も
訪
れ
る

あ
っ
と
い
う
間
の
人
生
を

変
わ
ら
ぬ
差
別
い
つ
ま
で
も

胸
に
抱
い
て
生
き
る
よ
り

捨
て
て
笑
顔
で
暮
ら
し
ま
し
ょ
う

あ
な
た
も　

私
も　

地
球
人

違
う
血
の
色

                    

江
口
い
と

い
か
に
我
が
娘
が
愛
し
て
も

あ
の
青
年
の
血
が
違
う

結
婚
な
ど
は
お
断
り

聴
き
た
く
な
い
と
言
っ
た
げ
な

Ａ
型
Ｂ
型
Ｏ
型
と

型
に
種
類
は
あ
る
け
れ
ど

流
れ
る
血
の
色
お
な
じ
色

み
ん
な
赤
い
と
思
う
け
ど

７
月
は
「
同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
」
で
す

　

同
和
問
題
は
、
人
間
の
自
由
と
平
等
に
関
す
る
問
題
で
、
憲
法
で
保
障
さ
れ
て

い
る
基
本
的
人
権
（
職
業
選
択
の
自
由
、教
育
の
機
会
均
等
を
保
障
さ
れ
る
権
利
、

居
住
お
よ
び
移
転
の
自
由
、
結
婚
の
自
由
な
ど
）
が
、
同
和
地
区
出
身
と
い
う
だ

け
で
、
完
全
に
保
障
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
問
題
で
す
。

　

福
岡
県
は
、
同
和
問
題
の
解
決
を
目
指
し
て
、
昭
和
56
（
１
９
８
１
）
年
か
ら

毎
年
７
月
を
「
同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
」
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
期
間
に
は
、

各
種
行
事
を
集
中
的
に
実
施
し
、
県
民
あ
げ
て
、
差
別
を
な
く
す
運
動
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

　

市
で
も
、
街
頭
啓
発
や
広
報
車
に
よ
る
市
内
広
報
、
公
民
館
、
職
場
な
ど
で
の

講
演
会
、
学
習
会
な
ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

柳
川
市
人
権
・
同
和
教
育
夏
期
講
座

◆
日
時
　
７
月
７
日
（
土
）、
午
後
１
時
30
分
開
場
、
午
後
２
時
開
演

◆
会
場
　
三
橋
公
民
館
大
ホ
ー
ル
（
入
場
無
料
）

◆
内
容
　
お
は
な
し
コ
ン
サ
ー
ト
（
90
分
）

◆
講
師
　
渡
辺
千
賀
子
さ
ん
（
ベ
ル
・
カ
ン
ト　

ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
）　

街
頭
啓
発

◆
日
時
・
場
所
　
７
月
２
日
（
月
）、
午
前
７
時
20
分
ご
ろ
か
ら
（
西
鉄
柳
川
駅
な

ど
６
か
所
）、午
後
３
時
50
分
ご
ろ
か
ら
（
市
内
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
４
か
所
）

福
岡
県
「
同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
」
講
演
会

◆
日
時
　
７
月
21
日
（
土
）、
正
午
開
場
、
午
後
１
時
開
演

◆
会
場
　
春
日
市
「
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
」
大
ホ
ー
ル　
（
入
場
無
料
）

◆
内
容
　
第
１
部　

炭
坑
節

　
　
　
　
　

講
師　

炭
坑
語
り
べ　

原
田　

巌
さ
ん

　
　
　
　
　

出
演　

田
川
炭
坑
節
保
存
会
の
皆
さ
ん

　
　
　
　

第
２
部　

講
演

　
　
　
　
　

演
題　

炭
坑
と
人
　々

～
山
本
作
兵
衛
さ
ん
の
描
い
た
世
界
～

　
　
　
　
　

講
師　

安
蘇　

龍
生
さ
ん
（
田
川
市
石
炭
・
歴
史
博
物
館
館
長
）　

　
　
　
　

第
３
部　

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
「
炭
鉱
に
生
き
る
」

　
問
い
合
せ
は
、
市
人
権
・
同
和
対
策
室
（
☎
77
・
８
５
３
２
）
ま
た
は
、
市
人
権
・

同
和
教
育
推
進
室
（
☎
77
・
８
８
４
２
）
ま
で
。

　ベル・カント　ソプラノ（オ
ペラ）歌手として、国内外で
活躍中。イタリア公演で高い
評価を得た「天性のベル・カ
ント＝美しい歌声」は聴く人
の心に癒しと勇気を与える。
　2007年 12月 10日の「国
連世界人権デー」では、日本
人として初めてニューヨーク
国連内でのコンサートに招請
され反響を呼んだ。
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偏
見
や
差
別
の
な
い
明
る
い
ま
ち
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う


